
Title 平民社の解散と彈壓
Sub Title The oppression by government authorities against the socialist

movement in Meiji era
Author 中村, 勝範(Nakamura, Katsunori)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
1960

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and sociology
). Vol.33, No.2 (1960. 2) ,p.521- 541 

JaLC DOI
Abstract
Notes 及川恒忠先生追悼論文集
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19600215-0521

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


李
民
砒
の
解
散
と
彊
塵

中

村

勝

範

　
幸
徳
傳
亥
郎
、
堺
利
彦
に
よ
り
創
立
さ
れ
た
李
民
肚
（
明
治
三
＋
六
年
＋
一
月
創
立
）
が
、
約
二
年
間
の
活
動
の
後
解
散
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
つ

た
の
は
、
當
局
の
弾
墜
、
財
政
の
窮
乏
、
同
志
間
の
思
想
の
相
違
、
竿
民
杜
内
の
懸
愛
問
題
と
い
う
四
つ
の
理
由
に
よ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
四
黙
と
挙
民
肚
解
散
と
の
間
に
は
い
う
ま
で
も
な
く
決
定
的
な
關
係
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
そ
の
實
態
が
ほ
と
ん
ど
分
析
さ

れ
て
い
な
か
つ
塊
わ
れ
わ
れ
は
先
に
「
李
民
肚
と
そ
の
財
政
事
情
」
と
い
テ
論
稿
に
お
い
て
、
財
政
の
窮
乏
化
が
い
か
に
李
民
肚
の
活
動
を
困

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

難
な
ら
し
め
た
か
、
と
い
う
瓢
に
つ
い
て
探
つ
て
み
た
。
本
稿
は
「
李
民
祉
と
そ
の
財
政
事
情
」
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
當
局
の
弾
墜
が
李
民

肚
の
解
散
と
い
か
に
關
係
が
あ
る
か
、
と
い
う
黙
に
つ
い
て
論
究
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
拙
稿
「
卒
民
鮭
と
そ
の
財
欧
事
惰
」
（
法
學
研
究
第
三
十
二
巻
第
十
二
號
）

周
知
の
よ
う
に
明
治
三
十
四
、
。

　
　
準
民
肚
の
解
散
と
弾
歴

五
、
六
年
と
い
う
時
代
は
、
い
わ
ゆ
る
「
肚
會
主
義
の
流
行
」
時
代
で
あ
る
。

勢
働
組
合
の
組
織
化
は
抑
塵
さ

五
一
一
一
　
　
　
　
　
（
山
ハ
一
ニ
レ
L
）



　
　
　
奉
民
灘
の
解
散
と
弾
屡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
二
　
　
　
（
六
三
八
）

れ
肚
會
主
義
政
窯
の
結
肚
は
禁
止
さ
れ
た
が
、
杜
會
主
義
理
論
は
こ
の
頃
飛
躍
的
に
高
め
ら
れ
た
時
代
で
あ
る
。
明
治
三
十
四
年
に
は
安
部
磯
雄

の
『
肚
會
問
題
解
縄
法
』
、
西
川
光
二
郎
の
『
肚
會
窯
』
、
幸
徳
の
『
廿
世
紀
之
怪
物
帝
國
主
義
』
が
あ
ら
わ
れ
、
明
治
三
十
五
年
に
は
矢
野
龍
漢

の
『
新
肚
會
』
、
幸
徳
の
『
長
廣
舌
』
が
で
て
い
る
。
さ
ら
に
明
治
三
十
六
年
に
は
幸
徳
の
『
祉
會
主
義
紳
髄
』
と
片
山
潜
の
『
我
肚
會
主
義
』
の

二
名
著
が
世
に
お
く
ら
れ
、
さ
ら
に
安
部
の
『
肚
會
主
義
論
』
、
西
川
著
『
富
の
塵
制
』
、
木
下
荷
江
著
『
肚
會
主
義
と
婦
人
』
、
山
口
義
三
著
『
破

帝
國
主
義
』
の
ほ
か
ベ
ラ
ミ
！
（
曽
箋
毘
望
匿
昌
」
。。
9
ゐ
⑳
）
　
の
『
百
年
後
の
新
肚
會
』
、
ゾ
ン
バ
ル
ト
　
（
妄
o
甘
象
ぎ
目
冨
昌
」
。
。
雷
，
お
＆
）

の
『
一
九
世
紀
に
於
け
る
肚
會
主
義
及
肚
會
蓮
動
』
な
ど
の
課
書
が
数
多
く
あ
ら
わ
れ
た
。
肚
會
主
義
の
宣
傳
は
比
較
的
自
由
で
ま
た
大
衆
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

で
人
氣
が
あ
つ
た
時
代
で
あ
る
。
徳
冨
薦
花
は
、
枇
會
主
義
を
理
解
で
き
な
い
と
か
、
信
じ
ら
れ
な
い
と
か
い
う
者
は
普
通
の
人
間
で
な
い
だ
け

で
は
な
く
、
馬
鹿
か
氣
違
い
で
あ
る
と
語
り
、
大
隈
重
信
侯
爵
は
昔
か
ら
わ
が
國
の
政
治
家
の
考
え
は
國
家
肚
會
主
義
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
ρ
2
》

述
べ
た
時
代
で
あ
る
。

　
こ
う
い
う
背
景
を
念
頭
に
お
い
て
李
民
肚
が
創
立
さ
れ
、
週
刊
『
李
民
新
聞
』
が
叢
行
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
一
饅
ど
う
い
5
意
味
を
も
つ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
頃
は
す
で
に
肚
會
主
義
流
行
の
時
代
も
峠
を
す
ぎ
絡
幕
に
近
か
つ
た
。
日
露

開
戦
を
萌
に
し
て
世
の
新
聞
雑
誌
は
あ
げ
て
主
戦
論
を
謳
つ
て
い
た
。
こ
の
な
か
に
肚
會
主
義
を
と
な
え
、
反
職
李
和
を
主
張
す
る
李
民
肚
の
誕

生
と
い
う
も
の
は
お
よ
そ
當
時
の
潮
流
と
は
逆
行
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
頃
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
、
あ
え
て
時
の
流
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
す
る
耶
民
敵
の
旗
上
げ
に
た
い
し
て
好
意
を
よ
せ
、
奨
働
・
同
情
の
言
を
あ
た
え
る
だ
け
の
寛
容
と
度
量
を
も
つ
て
い
た
。
李
民

鮭
も
『
李
民
新
聞
』
も
好
評
の
う
ち
に
世
に
迎
え
ら
れ
た
と
い
つ
て
よ
い
が
、
こ
れ
は
か
つ
て
『
萬
朝
報
』
に
あ
つ
て
天
下
の
護
者
を
わ
か
せ
た

花
型
青
年
記
者
幸
徳
・
堺
に
た
い
す
る
期
待
と
敬
意
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
つ
た
こ
と
も
た
し
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
す
で
に
峠
を
こ
し
た
と
は
い
え
、

雨
三
年
に
わ
た
る
肚
會
主
義
流
行
時
代
の
ム
！
ド
は
ま
だ
ま
つ
た
く
消
え
て
い
な
か
つ
た
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
し
か
し
な
お
そ
こ
に
本
質
的
な

問
題
が
の
こ
る
。



、
是
れ
世
人
の
永
く
待
焦
が
れ
た
る
所
の
瀧
禽
主
義
の
新
紙
な
り
吾
人
は
其
盛
大
な
る
獲
達
を
望
ん
で
已
ま
ず
」
（
紳
戸
デ
ー
リ
三
二
ー
ス
）
、
「
其

目
的
の
善
良
な
る
吾
人
は
警
察
の
爲
め
に
禁
止
さ
れ
ん
こ
と
を
恐
る
」
（
ジ
ャ
パ
ソ
ヘ
ラ
ル
ド
）
、
「
勤
勉
な
れ
熱
心
な
れ
而
し
て
勇
往
遭
進
せ
よ
干

古
萬
古
誠
字
あ
り
堂
爾
を
妨
く
る
の
ア
ル
プ
ス
あ
ら
ん
や
」
（
京
都
新
聞
）
そ
の
他
同
類
の
集
は
ど
う
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

ぞ
の
「
意
味
」
を
知
る
た
め
に
は
當
時
、
閣
肚
會
間
題
と
關
係
あ
る
團
髄
が
東
京
に
は
肚
會
主
義
協
會
、
普
通
選
學
同
盟
會
、
杜
會
政
策
學
會
、
肚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
ゾ

會
問
題
講
究
會
、
早
稻
田
肚
會
學
會
、
鐵
工
組
合
、
誠
友
會
そ
の
他
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
諸
新
聞
の
批

評
は
こ
れ
ら
の
諸
團
鯉
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
李
民
肚
の
出
現
を
見
て
い
な
い
と
い
う
鮎
を
ま
ず
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
『
中
外
商
業

新
報
』
が
「
肚
會
主
義
の
善
美
に
し
て
人
生
の
目
的
に
適
へ
る
や
既
に
大
家
の
一
致
す
る
所
な
り
と
錐
も
、
其
途
な
き
は
何
人
も
甚
遺
憾
と
せ
ざ

る
を
得
ず
、
故
に
此
主
義
の
理
想
郷
に
到
達
せ
ん
と
す
る
本
紙
の
抱
負
や
絶
大
と
謂
ふ
べ
し
、
希
く
ぱ
理
想
を
し
て
實
行
に
伴
は
し
め
ん
こ
と

（
6
）を
」
と
批
評
し
て
い
る
が
、
ヒ
れ
は
李
民
枇
を
し
て
肚
會
主
義
を
實
現
せ
ん
と
す
る
團
饅
で
あ
る
と
見
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
杜
會
主
義
思
想
の

研
究
グ
ル
ー
プ
で
あ
つ
た
り
、
勢
資
の
衝
突
を
協
調
に
よ
つ
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
「
研
究
」
す
る
團
盤
で
な
く
、
あ
く
ま
で
も
肚
會
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写
）

義
の
『
實
現
』
を
め
ざ
す
團
饅
で
あ
つ
た
と
こ
ろ
に
李
民
肚
の
意
義
が
あ
る
。
ま
た
日
露
の
風
雲
急
を
つ
げ
る
時
、
反
職
耶
和
を
宙
に
向
つ
て
叫

ぶ
の
で
は
な
く
、
亭
民
肚
は
國
民
の
な
か
に
反
職
李
和
の
種
を
播
き
成
長
さ
せ
よ
う
と
し
た
最
初
の
團
醗
で
あ
つ
た
こ
と
に
も
意
義
が
あ
る
。

　
李
民
肚
と
『
李
民
新
聞
』
の
出
現
が
も
つ
第
二
の
意
味
は
、
こ
れ
が
中
心
と
な
つ
て
日
本
全
國
の
實
践
的
肚
會
主
義
者
を
大
同
團
結
さ
せ
、
統

一
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
團
結
と
統
一
は
、
は
じ
め
か
ら
幸
徳
や
堺
に
よ
つ
て
計
書
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
は
な
か
つ
た
。
彼
等
は

「
褒
刊
の
僻
」
の
な
か
で
、
『
李
民
新
聞
』
は
満
天
下
の
同
主
義
者
（
準
民
主
義
、
肚
會
主
義
、
竿
和
主
義
の
信
念
を
も
つ
者
）
公
有
の
機
關
で
あ
る
と
は

い
つ
た
が
、
積
極
的
に
李
民
肚
の
も
と
に
集
れ
と
は
呼
び
か
け
な
か
つ
た
。
肚
會
主
義
者
の
統
一
の
呼
び
か
け
は
一
讃
者
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
。

　
　
此
新
聞
を
中
心
と
し
て
吾
國
吐
會
主
義
者
の
統
一
を
計
ら
ね
ぱ
な
ら
ぬ
と
思
ふ
、
…
…
中
央
に
地
方
に
隠
然
旗
幟
を
藏
せ
ら
る
』
吾
が
同
志
の
士
よ
、
籔
起
す
べ

き
時
象
寧

　
　
　
　
平
民
肚
の
解
散
と
揮
膝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
三
　
　
　
（
六
三
九
）



　
　
　
　
革
民
薩
の
解
散
と
弾
壌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓋
二
四
　
　
　
（
六
四
〇
）

　
新
聞
の
片
隅
か
ら
の
呼
び
か
け
で
あ
つ
た
が
、
あ
た
か
も
そ
れ
に
悠
え
る
．
こ
と
く
李
民
蔵
と
『
耶
民
新
聞
』
を
中
心
に
全
國
の
肚
會
主
義
者
の

統
一
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。
創
立
者
の
幸
徳
・
堺
と
い
い
、
冠
外
か
ら
援
助
を
惜
し
ま
な
か
つ
た
安
部
磯
雄
、
片
山
潜
、
木
下
荷
江

と
い
う
メ
ン
バ
ー
は
U
流
で
あ
り
、
嚢
行
す
る
新
聞
が
週
刊
で
三
鏡
五
厘
と
い
う
安
直
な
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
が
杜
會
主
義
者
の
統
一
を
可
能
に

し
た
と
い
つ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
の
下
地
も
あ
つ
た
か
ら
で
あ
り
、
時
流
に
疑
問
を
抱
く
人
々
が
世
の
大
勢
と
は
反
封
の
極
に

．
自
ら
集
つ
た
と
い
う
こ
と
も
炉
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
何
と
い
つ
て
も
幸
徳
、
堺
、
安
部
、
片
山
、
木
下
と
い
つ
た
指
導
者
の
あ
い
だ
に
理
論
的

な
封
立
黙
が
な
か
つ
た
こ
と
も
統
一
を
可
能
に
し
た
大
き
な
要
素
で
あ
つ
た
。

　
要
す
る
に
こ
こ
で
は
李
民
肚
と
『
李
民
新
聞
』
の
誕
生
は
、
第
一
に
わ
が
國
に
お
い
て
肚
會
主
義
の
實
現
と
反
戦
李
和
の
た
め
に
た
た
か
う
團

饅
が
初
め
て
生
れ
た
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
こ
れ
を
中
心
に
し
て
こ
れ
ま
で
全
國
に
散
在
し
て
い
た
肚
會
主
義
者
の
統
一
が
初
め
て
可
能
と
な
つ

た
と
い
う
二
つ
の
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
わ
が
國
の
肚
會
主
義
蓮
動
は
嚴
密
に
は
李
民
肚
に
は
じ
ま
る
と
い
わ
れ
て
よ
い

の
で
あ
る
。

（
1
）
　
ω
O
昌
閃
駆
霊
『
碧
B
P
“
場
ザ
O
ピ
凶
び
Q
β
轄
蜜
O
〈
2
β
O
昌
一
凶
昌
験
m
冨
昌
●
（
Q
冨
〇
四
磯
P
一
〇
一
〇
〇
）
も
●
①
㌣
密
．

（
2
）
一
げ
髭
‘
り
●
認
ム
o。
。

（
3
）
　
『
李
民
新
聞
』
倣
登
行
以
來
、
先
輩
な
る
諸
新
聞
か
ら
多
く
の
奨
勘
、
訓
鍮
、
同
情
、
規
戒
の
言
を
あ
た
え
ら
れ
た
と
し
て
、
第
三
、
四
の
雨
雛
に
各
紙
の

　
批
詳
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
4
）
　
㍉
諸
新
聞
と
本
紙
（
一
）
」
（
『
牢
民
新
聞
』
第
三
號
所
載
、
明
治
三
十
六
年
十
一
月
二
十
九
日
）

（
5
）
　
「
祉
會
主
義
運
動
彙
報
」
（
『
耶
民
新
聞
』
創
刊
號
、
明
治
遵
十
六
年
＋
一
月
十
五
日
）

（
6
）
　
「
諸
新
聞
と
本
紙
」
（
『
革
昆
新
聞
』
第
四
號
、
明
治
三
十
六
年
＋
二
月
六
日
）

（
7
）
　
日
本
に
お
い
て
鮭
愈
主
義
の
實
現
を
め
ざ
し
た
最
初
の
團
饅
は
明
治
三
十
四
年
五
月
の
鮭
會
民
主
蕪
の
結
成
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
即
日
禁
止
さ
れ
た
。

（
8
）
　
「
同
情
語
録
」
（
『
耶
民
新
聞
』
第
二
號
、
明
治
三
十
六
年
十
一
月
二
十
二
日
）



二

『
李
民
新
聞
』
創
刊
號
（
明
治
三
＋
六
年
＋
一
月
＋
五
日
）
に
「
肚
會
主
義
蓮
動
彙
報
」
な
る
記
享
が
あ
り
、
東
京
に
お
け
る
肚
會
問
題
に
關
係
あ
る

諸
團
饅
の
近
況
が
報
告
さ
れ
、
こ
こ
に
、
安
部
磯
雄
、
木
下
街
江
、
片
山
潜
そ
し
て
幸
徳
も
堺
も
も
ち
ろ
ん
入
會
し
て
い
た
祉
會
主
義
に
つ
い
て

の
研
究
團
饅
「
枇
會
主
義
協
會
」
の
演
読
が
し
ぱ
し
ば
警
官
に
よ
り
中
止
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
第
二
號
（
明
治
三
＋
六

年
＋
一
月
二
＋
二
日
）
の
「
肚
會
蓮
動
彙
報
」
に
は
趾
會
主
義
協
會
會
員
が
演
読
を
し
た
車
夫
間
題
演
読
會
で
も
四
名
の
演
読
が
中
止
さ
れ
、
ま
た

雑
誌
『
肚
會
主
義
』
の
新
聞
條
例
遽
犯
事
件
の
公
剣
が
こ
の
頃
あ
つ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
肚
會
主
義
の
宣
偉
啓
蒙
活
動
に
た
い
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ
リ

る
歴
迫
は
そ
の
主
催
者
だ
け
に
加
え
ら
れ
る
の
で
な
く
、
演
読
會
場
を
提
供
す
る
者
へ
の
脅
し
朦
し
等
の
種
々
の
干
渉
が
な
さ
れ
た
。

　
砒
會
主
義
の
理
論
書
と
し
て
世
に
あ
ら
わ
れ
る
限
り
で
は
著
書
の
襲
禁
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
か
つ
た
が
、
具
髄
的
な
肚
會
間
題
と
の
關
蓮
に

お
い
て
砒
會
主
義
が
と
か
れ
る
と
き
當
局
の
璽
力
は
以
上
の
．
こ
と
く
加
え
ら
れ
て
い
た
。
日
本
に
お
け
る
肚
會
主
義
者
へ
の
墜
迫
に
つ
い
て
フ
ラ

ソ
ス
批
會
賞
の
機
闘
紙
は
明
治
三
十
六
年
十
一
月
二
十
四
日
の
紙
上
で
「
▲
日
本
に
於
け
る
我
等
（
佛
國
肚
會
薫
）
の
同
志
は
非
常
の
困
難
の
中

に
肚
會
主
義
の
傳
道
と
勢
働
者
の
團
結
と
に
壷
力
し
つ
つ
あ
る
事
▲
日
本
政
府
は
『
我
等
の
理
想
』
の
蔓
延
に
狼
狽
し
主
な
る
蓮
動
者
を
迫
害
し

つ
つ
あ
る
事
、
片
山
潜
氏
の
英
主
幹
せ
る
週
刊
雑
誌
の
記
事
の
爲
め
に
塵
罰
さ
れ
し
は
其
一
例
な
る
事
（
以
下
略
ご
と
傳
え
て
い
た
と
転
施
。

　
こ
う
し
た
朕
況
下
に
あ
り
な
が
ら
李
民
肚
は
創
立
以
來
約
五
ヵ
月
の
あ
い
だ
無
傷
で
あ
つ
た
。
李
民
肚
が
直
接
干
渉
を
う
げ
た
の
は
『
李
民
新

聞
』
第
二
十
號
（
明
治
三
＋
七
年
三
月
二
＋
七
日
）
の
襲
費
頒
布
の
停
止
で
あ
つ
た
。
幸
徳
の
筆
に
な
る
冒
頭
の
肚
読
「
鳴
呼
檜
税
」
が
新
聞
紙
條
例

第
三
十
三
條
の
「
肚
會
の
秩
序
叉
は
風
俗
を
壊
飢
す
る
事
項
」
に
該
當
す
る
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
つ
た
。
李
民
肚
と
そ
れ
を
中
心
に
し
て

活
動
を
つ
づ
け
る
祉
會
主
義
者
は
こ
の
頃
よ
り
干
渉
を
受
け
、
そ
れ
は
日
毎
に
激
し
さ
を
加
え
て
い
く
が
そ
れ
に
し
て
も
ご
の
間
五
ヵ
月
と
い
う

も
の
干
渉
の
手
か
ら
の
が
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
何
故
で
あ
つ
た
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
李
民
肚
は
『
李
民
新
聞
』
の
襲
行
と
い
う
こ
と
以
外

　
　
　
　
耶
民
杜
の
解
散
と
弾
懸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
五
　
（
六
璽
）



　
　
　
卒
罠
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五
二
六
　
　
　
（
六
四
二
）

に
何
一
つ
と
し
て
具
饅
的
な
行
動
に
で
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
李
民
砒
と
し
て
は
獅
自
の
演
詮
會
も
開
か
ず
、
ま
た
遊
詮
も
傳
道
行

商
も
行
つ
て
い
な
か
つ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
し
李
民
肚
が
具
髄
的
な
日
常
活
動
を
は
じ
め
れ
ば
干
渉
は
直
ち
に
加
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う

こ
と
は
明
治
三
十
七
年
二
月
十
九
日
の
砒
會
主
義
協
會
に
よ
る
演
読
會
で
幸
徳
お
よ
び
木
下
樹
江
が
演
読
中
に
中
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も

推
測
で
き
よ
う
。

　
李
民
肚
が
獅
自
で
「
肚
會
主
義
研
究
會
」
と
銘
う
ち
、
公
開
の
講
話
會
を
は
じ
め
た
の
は
明
治
三
十
七
年
三
月
六
日
で
あ
り
、
小
田
頼
造
が
『
李

民
新
聞
』
や
肚
會
主
義
書
類
を
満
載
し
た
箱
車
を
ひ
い
て
千
葉
縣
下
の
傳
道
行
商
に
向
つ
た
の
は
三
月
三
日
で
あ
る
。
ま
た
西
川
光
二
郎
、
野
上

啓
之
助
の
二
人
に
よ
つ
て
初
め
て
地
方
遊
説
が
伊
豆
地
方
に
お
い
て
試
み
ら
れ
た
の
は
三
月
十
田
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
肚
員
の
給
料
を
二
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

割
減
じ
、
祉
中
の
経
費
を
節
し
う
る
だ
け
節
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
嚢
表
し
た
「
李
民
肚
籠
城
の
記
」
と
期
を
同
じ
く
し
て
い
た
こ
と
を
今
一

度
思
い
出
す
必
要
が
あ
る
。
ま
た
卒
民
肚
が
猫
自
で
演
読
會
を
開
い
た
の
は
そ
れ
よ
り
な
お
逞
く
、
明
治
三
十
七
年
四
月
九
圓
の
築
民
新
聞
演
読

會
が
最
初
で
早
く
も
木
下
樹
江
は
こ
の
時
、
開
口
五
分
に
し
て
臨
席
の
警
官
に
よ
り
中
止
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
『
李
民
新
聞
』
の
主
張
も
『
鳴
呼
檜
税
』
に
い
た
つ
て
は
じ
め
て
祉
會
の
秩
序
風
俗
を
壊
飢
す
る
と
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
以

前
の
主
張
は
敢
て
當
局
が
こ
れ
に
干
渉
を
試
み
る
ま
で
も
な
い
と
み
て
い
た
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
少
し
さ
か
の
ぼ
る
が
、
　
一
護
者
に
よ
つ
て

「
第
二
號
以
下
に
は
必
ず
や
堂
々
た
る
李
和
論
を
以
て
一
派
戦
狂
の
輩
に
鐵
槌
を
下
さ
る
』
な
ら
ん
と
待
望
罷
在
候
塵
未
だ
筆
の
是
に
及
ば
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

は
如
何
の
御
都
合
に
候
哉
」
と
い
う
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
も
こ
の
間
の
事
情
を
知
る
上
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

（
1
）
　
「
青
眼
白
眼
」
（
『
準
民
新
聞
』
第
六
號
、
明
治
三
十
六
年
十
二
月
二
十
日
）
　
な
お
こ
の
時
（
十
二
月
九
日
の
鮭
會
主
義
協
會
の
演
説
）
「
辻
廣
告
ぱ
遭
路

　
規
則
蓮
犯
だ
と
い
つ
て
、
一
圓
五
十
鈍
の
科
料
に
盧
し
た
、
辻
廣
告
で
科
料
に
虚
せ
ら
れ
た
の
は
今
同
を
以
て
腐
矢
と
す
」
と
も
同
欄
に
記
し
て
在
渇
。

（
2
）
　
「
世
界
之
新
聞
」
（
『
準
民
新
聞
』
第
十
一
號
、
明
治
三
十
七
年
一
月
二
十
四
日
）

（
3
）
　
「
準
民
砒
籠
城
の
記
」
（
『
不
民
新
聞
』
第
十
七
號
、
明
治
三
十
七
年
三
月
六
日
）
の
内
容
と
そ
の
も
つ
意
味
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
耶
民
肚
と
そ
の
財
政
事
情
」

　
で
詳
論
し
て
お
い
た
。



（
4
）

「
誼
者
と
記
者
」
（
『
準
民
新
聞
』
第
七
號
、
明
治
三
十
六
年
十
二
月
二
十
七
日
）

三

　
と
こ
ろ
で
政
府
當
局
が
肚
會
主
義
者
の
蓮
動
に
た
い
す
る
取
締
り
を
積
極
的
に
打
ち
出
し
た
の
は
明
治
三
十
七
年
五
月
二
十
七
日
で
あ
つ
た
。

警
硯
塵
は
こ
の
日
東
京
府
下
の
各
新
聞
記
者
を
召
集
し
て
新
方
針
を
語
り
、
左
の
如
き
要
旨
を
電
報
通
信
融
を
命
じ
て
嚢
表
せ
し
め
た
。

　
　
肚
會
主
義
者
の
行
動
に
就
て

　
　
近
來
夫
の
一
派
の
融
會
主
義
者
は
現
下
の
軍
國
吠
態
に
於
て
一
暦
其
主
義
の
蚕
展
に
努
む
る
の
要
あ
り
と
構
し
、
或
は
某
の
教
會
堂
に
或
嬉
某
の
劇
場
に
盛
ん
に

　
公
開
演
読
を
爲
し
つ
』
あ
る
こ
と
な
る
が
、
彼
等
の
言
動
中
往
々
穏
か
な
ら
ざ
る
者
あ
り
特
に
目
下
の
時
局
に
關
し
て
は
一
暦
穏
か
な
ら
ざ
る
言
辮
を
罪
し
て
爲
め

　
に
國
民
を
鑑
惑
す
る
の
嫌
な
き
を
得
ざ
る
場
合
少
な
か
ら
ず
叉
其
宿
昔
の
主
張
た
る
階
級
制
度
の
所
読
に
就
て
は
知
ら
ず
知
ら
ず
上
皇
室
の
奪
嚴
を
浸
す
が
如
き
虞

　
な
き
を
保
せ
ざ
る
に
や
に
て
圓
下
共
筋
に
て
は
彼
等
の
自
由
を
妨
げ
ざ
る
限
り
其
行
動
に
付
き
嚴
密
な
る
監
覗
に
島
め
つ
』
あ
り
其
結
果
彼
等
の
中
に
は
加
紬
某
、

　
岡
某
な
ど
い
へ
る
何
れ
も
詐
欺
窃
盗
等
の
前
科
者
な
る
を
此
程
に
至
り
て
判
明
せ
し
か
ば
向
後
更
に
一
層
嚴
重
な
る
監
漉
を
加
へ
時
宜
に
よ
り
て
は
嚴
重
な
る
庭
分

　
を
爲
す
に
至
る
や
も
知
れ
ず
と
瓦
鮎
。

　
要
す
る
に
警
覗
隠
の
い
う
こ
と
は
、
一
、
肚
會
主
義
者
は
非
職
論
を
唱
道
し
て
國
民
の
愛
國
心
を
穀
損
す
る
。
二
、
肚
會
主
義
者
は
階
級
制
度

破
壌
を
主
張
し
て
、
言
論
往
々
皇
室
に
及
ぶ
、
三
、
肚
會
主
義
者
の
中
に
は
曾
て
刑
法
上
の
制
裁
を
受
け
た
る
も
の
が
あ
る
“
と
い
う
以
上
の
三

黙
に
絞
ら
れ
た
。
こ
の
政
府
の
方
針
に
た
い
し
て
『
李
民
新
聞
』
第
三
十
號
（
明
渣
一
ギ
七
年
六
月
五
日
）
は
冒
頭
の
砒
読
で
「
政
府
に
忠
告
す
」
を

盗
表
し
、
政
府
の
猛
省
を
要
求
し
た
が
こ
こ
で
は
そ
の
勲
に
つ
い
て
詳
述
す
る
飴
裕
を
も
た
な
い
。
た
だ
わ
れ
わ
れ
は
、
祉
會
主
義
協
會
會
員
中

に
十
年
乃
至
二
十
年
前
の
「
刑
飴
の
徒
」
が
二
名
い
る
と
し
わ
ざ
わ
ざ
批
會
主
義
蓮
動
取
締
の
一
理
由
に
し
た
鴬
局
の
感
畳
も
し
く
は
職
術
の
巧

妙
さ
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
警
覗
廃
の
調
査
に
よ
れ
ぱ
、
當
時
わ
が
國
に
お
け
る
肚
會
主
義
者
は
三
干
名
を
こ
ゆ
る
と
い
う
こ
と
が
調
査
さ
れ

　
　
　
　
年
民
鮭
の
解
散
と
翼
歴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
七
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六
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三
）
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て
い
た
。
こ
の
三
干
名
の
な
か
か
ら
僅
か
二
名
の
前
科
者
（
そ
れ
も
＋
年
乃
至
二
＋
年
以
上
も
箭
の
前
科
）
を
え
た
に
す
ぎ
な
か
つ
た
が
、
當
局
は
「
肚

會
主
義
者
」
と
「
前
科
者
」
と
を
同
一
覗
し
か
ね
ま
じ
遂
見
方
を
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
こ
れ
を
「
肚
會
主
義
者
イ
コ
ー

ル
犯
罪
者
」
の
印
象
を
國
民
に
植
え
つ
け
る
戦
術
と
見
れ
ば
、
肚
會
主
義
者
取
締
に
と
つ
て
じ
つ
に
巧
妙
な
方
策
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
時
か
ら
當
局
の
干
渉
は
本
格
化
し
て
く
る
。
早
く
も
訓
令
の
翌
日
に
は
下
谷
二
長
町
に
開
け
る
演
読
會
、
三
十
一
日
（
ま
た
は
三
＋
日
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
》

腺
佃
島
に
開
け
る
演
読
會
が
解
散
さ
れ
、
刑
事
は
し
き
り
に
肚
會
主
義
者
を
訪
問
し
杜
會
主
義
協
會
會
員
を
見
廻
つ
て
間
糺
し
て
い
る
。
た
と
え

　
　
亀

ば
佃
島
で
開
か
れ
た
麿
會
主
義
演
設
會
解
散
の
模
様
に
つ
い
て
み
よ
う
。
こ
の
演
詮
會
は
當
局
が
新
方
針
を
打
出
し
て
わ
ず
か
三
、
四
日
後
の
こ

と
で
あ
り
、
ま
た
二
、
三
日
前
の
下
谷
に
お
け
る
演
読
會
解
散
の
あ
と
で
あ
つ
た
だ
け
に
愼
重
を
期
し
て
と
り
か
か
つ
た
。
初
席
の
山
口
義
三
は

極
め
て
懊
重
な
態
度
で
演
壇
に
立
つ
た
が
十
五
分
で
中
止
、
第
二
席
加
納
豊
は
身
上
話
を
絡
始
し
た
た
め
中
止
の
理
由
が
つ
か
ず
無
事
演
了
、
、
第

三
庸
岡
千
代
彦
は
十
数
句
約
五
分
で
中
止
、
第
四
席
石
川
三
四
郎
は
先
ず
コ
ッ
プ
の
水
を
の
み
、
つ
い
で
予
は
耶
民
新
聞
の
回
記
者
石
川
三
四
郎

と
い
う
者
で
あ
る
と
い
つ
た
と
き
中
止
解
散
が
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
石
川
ら
は
解
散
後
警
部
を
園
み
、
も
し
石
川
三
四
郎
ど
い
5
姓
名
が
斯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

く
解
散
を
命
ず
る
程
に
肚
會
の
治
安
を
害
す
る
も
の
な
ら
、
此
姓
名
を
日
本
の
國
籍
か
ら
除
く
の
外
道
が
な
い
、
と
詰
め
よ
つ
た
。

　
演
読
の
中
止
は
あ
つ
て
も
演
読
會
の
解
散
は
か
つ
て
な
き
こ
と
で
あ
り
、
姓
名
を
名
乗
つ
た
だ
け
で
中
止
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
は
彼
等
の
経

験
と
し
て
初
め
て
で
あ
つ
た
。
こ
う
し
た
外
か
ら
の
璽
力
と
共
に
こ
の
頃
の
「
籠
城
後
の
李
民
砒
」
は
「
何
等
の
進
歩
も
な
い
」
と
い
う
状
態
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
）

そ
の
財
政
の
窮
乏
化
は
一
段
と
深
刻
に
な
り
、
枇
員
は
無
給
で
「
一
個
の
小
共
産
肚
會
」
を
つ
く
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
つ
た
こ
と
も
思
い
出
さ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
肚
會
主
義
蓮
動
に
た
い
す
る
取
締
り
が
訓
令
さ
れ
た
直
後
、
肚
會
主
義
者
は
東
京
に
お
け
る
二
、
三
の
演
読
會
を
解
散
さ
せ
ら
れ
た
の
は
右
に

見
て
ぎ
た
通
り
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
後
し
ば
ら
く
東
京
に
お
け
る
演
読
會
は
下
火
に
な
つ
た
。
こ
れ
に
か
わ
つ
て
「
夏
期
遊
論
」
が
襲
表
さ
れ
、

茨
城
縣
下
、
横
濱
市
、
群
馬
長
野
雨
縣
、
埼
玉
縣
、
東
海
道
へ
の
遊
論
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
學
生
に
よ
る
傳
道
行
商
が
行
わ
れ
た
の
も
こ
の
頃
で



あ
る
。
東
京
中
心
の
活
動
か
ら
地
方
へ
と
韓
換
し
た
の
は
、
噌
つ
に
は
も
ち
ろ
ん
炎
暑
を
さ
け
る
理
由
も
あ
つ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
よ
り
重
要
な

理
由
と
し
て
『
季
民
肚
維
持
の
方
策
」
の
一
つ
と
し
て
地
方
遊
詮
の
必
要
が
認
識
さ
れ
、
こ
れ
が
實
行
に
移
さ
れ
た
か
ら
で
も
あ
つ
た
。
ま
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
》

の
頃
は
東
京
に
お
け
る
ほ
ど
の
塵
迫
が
地
方
に
お
い
て
は
加
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
地
方
遊
読
を
み
る
上
に
大
切
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
1
）
　
「
潤
本
之
新
聞
」
（
『
卒
民
新
聞
』
第
三
十
號
、
明
治
三
十
七
年
六
月
五
日
）

（
2
）
　
右
同

（
3
）
　
旭
山
生
「
中
止
！
　
解
散
2
」
（
『
耶
民
新
聞
』
第
三
十
一
號
、
明
治
三
十
七
年
六
月
十
二
日
）

（
4
）
　
前
掲
拙
稿
「
準
民
肚
と
そ
の
財
政
事
情
」

（
5
）
　
八
月
四
日
の
埼
玉
縣
本
庄
町
に
お
け
る
演
説
舎
に
お
い
て
木
下
と
幸
徳
が
八
九
回
注
意
を
う
け
、
幸
徳
が
中
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
事
と
八
月
＋
六
日
岐
阜
市
に

　
遊
説
に
い
つ
た
西
川
は
劇
揚
等
の
演
説
會
場
に
豫
定
し
て
い
た
所
が
警
察
の
い
や
が
ら
せ
に
よ
り
借
り
ら
れ
な
く
な
つ
た
事
の
二
件
ぐ
ら
い
で
、
廣
範
園
に
わ
た

　
り
行
つ
た
夏
期
遊
視
と
し
て
は
直
接
の
干
渉
は
少
な
い
方
で
あ
つ
た
。

四

　
夏
期
遊
読
が
す
み
、
秋
に
入
つ
て
再
び
東
京
で
肚
會
主
義
者
の
演
読
會
が
も
た
れ
る
よ
5
に
な
る
と
當
局
の
干
渉
は
容
赦
な
く
加
え
ら
れ
た
。

た
と
え
ば
十
月
十
七
日
の
淺
草
に
お
け
る
肚
會
主
義
演
読
會
は
雨
天
の
た
め
聰
衆
わ
ず
か
に
十
名
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
「
ケ
レ
ど
も
有
難
い
こ
と

に
は
淺
草
の
署
長
が
警
部
二
名
巡
査
十
名
及
速
記
者
二
名
を
引
牽
し
て
來
て
下
さ
つ
た
の
で
、
當
夜
は
丸
で
警
察
官
肚
會
主
義
研
究
會
と
云
ふ
風

　
　
（
1
）

だ
つ
た
」
聴
衆
よ
り
警
察
當
局
の
方
が
多
い
と
い
う
珍
現
象
す
ら
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
十
一
月
二
日
紳
田
美
土
代
町
青
年
會
館
で
催
さ
れ
た
肚

會
主
義
大
演
読
會
に
は
約
一
千
人
の
聴
衆
が
集
つ
た
が
、
第
一
席
の
田
添
鐵
二
中
止
、
．
第
二
席
佐
治
實
然
中
止
そ
し
て
第
三
席
の
幸
徳
ま
た
中
止

で
さ
ら
に
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
蟄
定
さ
れ
て
い
た
安
部
、
木
下
、
西
川
、
堺
の
演
読
は
も
ち
ろ
ん
行
わ
れ
な
か
つ
た
。

　
以
上
二
つ
の
演
読
會
は
じ
つ
は
李
民
肚
主
催
の
も
の
で
な
く
肚
會
主
義
協
會
に
よ
つ
て
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
よ
り
早
く
明
治

　
　
　
　
手
民
肚
の
解
散
と
彊
匪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
九
　
　
　
（
六
四
五
〉



　
　
　
奉
民
肚
の
解
散
と
弾
塵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
〇
　
　
　
（
六
四
六
）

三
十
七
年
一
月
か
ら
肚
會
主
義
協
會
本
部
は
李
民
肚
内
に
う
つ
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
雫
民
杜
肚
員
の
幸
徳
、
堺
、
西
川
、
石
川
等
は
協
會
會
員
で

あ
り
ま
た
協
會
の
演
読
會
で
も
つ
と
も
頻
繁
に
演
壇
に
立
う
て
い
た
。
安
部
、
木
下
に
し
て
も
李
民
肚
肚
員
で
は
な
か
つ
た
が
、
肚
員
と
同
程
度

ま
た
は
そ
れ
以
上
の
働
き
を
し
て
い
た
こ
と
は
今
更
こ
こ
に
記
す
ま
で
も
な
い
。
要
す
る
に
名
目
は
ど
う
あ
れ
祉
會
主
義
協
會
と
午
民
肚
と
は
こ

の
頃
利
害
關
係
を
同
じ
く
し
密
接
不
可
分
で
あ
つ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
亭
民
肚
と
し
て
は
濁
自
の
演
読
會
を
東
京
で
は
ほ
と
ん
ど
開
か
な
か
つ

た
。
幸
徳
、
堺
そ
の
他
秀
れ
た
肚
員
を
擁
し
、
肚
外
か
ら
の
有
能
な
協
力
者
を
も
つ
て
い
た
李
民
肚
は
獅
自
の
演
読
會
を
開
こ
う
と
す
れ
ば
、
何

　
　
ロ

時
如
何
な
る
時
で
も
開
き
え
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
李
民
肚
は
そ
れ
を
し
な
か
つ
た
し
、
李
民
肚
肚
員
が
東
京
で
演
詮
す
る
と
き
は
肚
會
主
義

協
會
の
會
員
と
し
て
演
壇
に
た
つ
た
。
そ
の
邊
の
理
由
は
何
故
だ
か
わ
か
ら
な
い
が
結
果
的
に
は
そ
れ
が
亭
民
肚
の
生
命
を
約
一
年
延
期
さ
せ
る

こ
と
が
で
ぎ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
枇
會
主
義
協
會
は
十
一
月
二
日
の
肚
會
主
義
大
演
読
會
の
解
散
を
う
け
て
か
ら
牛
月
後

の
十
一
月
十
六
日
「
肚
會
主
義
協
會
は
安
寧
秩
序
に
妨
害
あ
り
と
認
む
る
を
以
て
治
安
警
察
法
第
八
條
二
項
に
依
り
英
結
肚
を
禁
止
す
る
旨
内
務

大
臣
よ
り
達
せ
ら
れ
た
り
」
と
い
う
警
規
総
監
安
立
綱
之
の
命
令
書
を
う
け
た
の
で
あ
る
。
李
民
肚
店
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
敢
會
主
義
協
會
の

看
板
は
撤
去
さ
れ
、
明
治
三
十
一
年
以
來
六
年
の
歴
史
を
も
つ
協
會
は
こ
こ
に
そ
の
幕
を
と
じ
た
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
も
し
幸
徳
、
堺
ら
が

肚
會
主
義
協
會
の
演
説
會
と
は
別
に
、
猫
自
の
耶
民
肚
主
催
に
よ
る
演
読
會
を
開
い
て
い
た
ら
ど
う
で
あ
つ
た
か
、
．
と
い
う
問
題
を
考
え
る
の
で

あ
る
。
肚
會
主
義
協
會
に
か
わ
つ
て
か
、
少
な
く
と
も
同
様
に
結
肚
禁
止
の
蓮
命
に
あ
つ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
肚
會
主
義
協
會
の
結
肚
禁
止
が
命
ぜ
ら
れ
た
の
は
李
民
肚
創
立
一
周
年
記
念
の
頃
で
あ
る
。
こ
の
頃
は
ま
た
李
民
肚
は
甚
大
な
塵
迫
を
蒙
つ
た

時
で
も
あ
つ
た
。
十
一
月
六
日
嚢
行
の
『
李
民
新
聞
』
第
五
十
二
號
は
「
小
學
教
師
に
告
ぐ
」
「
所
謂
愛
國
者
の
狼
狽
」
「
職
雫
に
鉗
す
る
数
育
者

の
態
度
」
の
三
記
事
の
ゆ
え
に
襲
賓
頒
布
が
停
止
さ
れ
た
。
こ
の
命
令
は
九
日
に
い
た
つ
て
達
せ
ら
れ
た
の
で
賓
残
り
の
十
六
部
を
差
押
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

た
に
す
ぎ
な
か
つ
た
瓢
で
は
金
鏡
上
の
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
か
つ
た
。
し
か
し
創
立
一
周
年
を
記
念
し
て
「
共
産
蕪
宜
言
」
を
記
載
し
た
第
五
十

三
號
（
明
治
三
＋
七
年
＋
一
月
士
一
百
）
は
李
民
肚
に
あ
つ
た
四
干
部
と
賓
捌
店
に
わ
た
し
地
方
へ
襲
邊
し
た
四
干
部
の
ほ
と
ん
ど
が
差
押
え
ら
れ
る



と
㌢
被
害
を
蒙
つ
た
の
で
靱
解
こ
の
第
五
＋
三
控
島
窪
す
で
垂
蕃
局
か
ら
饗
煙
そ
の
蓬
禁
崇
蕃
さ
れ
て
お
り
、
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

捌
店
に
た
い
し
て
も
事
前
に
手
配
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
第
五
十
三
號
の
震
費
頒
布
禁
止
が
命
令
さ
れ
た
日
、
李
民
肚
は
一
周
年
記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て
瀧
の
川
に
て
園
遊
會
を
催
す
は
ず
で
あ
つ
た

が
こ
れ
も
禁
止
さ
れ
た
。
こ
の
園
遊
會
は
「
議
論
も
な
く
演
詮
も
な
く
、
唯
だ
飲
食
と
遊
戯
と
音
樂
と
を
も
て
一
日
の
清
遊
を
爲
す
に
過
ぎ
ざ

（
5
）る
」
こ
と
は
嘗
局
も
十
分
承
知
し
て
い
た
。
李
民
肚
側
で
は
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
「
若
し
藪
日
の
前
、
或
は
一
日
前
に
て
も
、
警
察
よ
り
斯

々
せ
ば
解
散
す
べ
し
、
或
は
斯
々
せ
ぱ
良
け
ん
と
の
注
意
を
與
へ
ら
れ
な
ば
、
吾
人
は
謹
ん
で
其
命
を
奉
す
可
か
り
し
な
り
、
而
も
警
察
は
其
前

夜
ま
で
も
何
等
の
注
意
を
與
ふ
る
こ
と
な
く
吾
人
を
し
て
全
く
安
心
せ
し
め
、
激
百
人
の
楽
會
者
を
休
息
遊
戯
飲
食
せ
し
む
ぺ
き
十
分
の
準
備
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
》

爲
し
め
て
、
イ
ザ
開
會
て
ふ
間
際
に
至
り
て
解
散
の
不
意
打
を
食
は
せ
た
る
な
り
」
と
読
明
し
て
い
る
。
用
意
萬
端
と
と
の
つ
て
か
ら
の
禁
止
は

李
民
肚
に
財
政
的
に
大
き
な
損
失
を
あ
た
え
た
が
、
こ
れ
は
當
局
の
豫
定
の
計
叢
で
あ
つ
た
。
こ
の
月
の
會
計
報
告
に
よ
れ
ば
、
園
遊
會
の
損
失

は
五
十
圓
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
頃
（
＋
一
月
）
の
廣
告
料
牧
入
金
の
四
十
八
圓
飴
よ
り
も
多
い
。
「
十
一
月
は
園
遊
會
禁
止
と

叢
費
停
止
と
の
爲
に
大
分
損
を
さ
せ
ら
れ
」
そ
の
上
書
籍
代
の
牧
入
が
な
か
つ
た
た
め
會
計
が
困
難
に
な
つ
た
と
報
告
さ
れ
、
李
民
祉
維
持
金
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ら
百
五
十
圓
と
い
う
大
金
を
使
用
し
た
。

　
し
か
も
こ
の
頃
か
ら
當
局
の
肚
會
主
義
者
へ
の
干
渉
は
中
央
の
東
京
だ
け
で
な
く
、
地
方
に
ま
で
お
よ
び
各
地
で
『
竿
民
新
聞
』
の
購
護
を
妨

害
し
、
蓮
動
を
迫
害
す
る
よ
う
に
な
つ
て
く
る
。
費
捌
店
で
談
者
の
姓
名
を
取
調
べ
戸
別
訪
間
し
て
妨
害
し
た
り
、
青
年
の
批
會
主
義
者
あ
れ
ば

父
兄
に
迫
つ
て
こ
れ
を
禁
ぜ
し
め
た
り
、
あ
る
い
は
露
探
非
國
民
の
悪
聲
を
放
つ
て
郷
窯
間
里
を
し
て
檎
悪
せ
し
め
る
と
い
う
手
段
を
と
つ
た
。

さ
ら
に
陸
軍
訳
官
石
本
新
六
は
左
の
．
こ
と
き
親
展
書
を
各
地
官
寅
に
護
し
た
と
い
う
。
そ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
近
頃
奉
民
新
聞
肚
々
員
と
構
す
る
小
田
某
、
山
口
某
な
る
も
の
融
會
主
義
を
破
吹
す
る
爲
め
地
方
を
遽
読
し
て
不
穏
の
言
論
を
爲
せ
る
由
、
右
は
非
常
の
害
毒
を

　
流
す
ぺ
き
も
の
に
付
軍
人
家
族
並
に
遺
族
に
面
會
す
る
こ
と
を
嚴
禁
す
べ
し
猴
二
人
は
目
下
嵐
藩
地
方
に
在
る
が
如
し

　
　
　
　
準
民
肚
の
解
散
と
弾
歴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
一
　
　
　
（
六
四
七
）



　
　
　
準
民
肚
の
解
散
と
弾
匿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
二
　
　
　
（
六
四
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
ゾ

と
い
う
も
の
で
あ
つ
た
。

　
小
田
某
と
は
小
田
頼
三
で
あ
り
、
山
口
某
と
は
山
口
義
三
で
あ
る
。
二
人
は
明
治
三
十
七
年
十
月
五
日
、
李
民
新
聞
、
砒
會
主
義
書
類
と
白
地

に
染
め
ぬ
い
た
赤
地
の
箱
軍
を
ひ
い
て
東
京
か
ら
下
闘
ま
で
の
傳
道
行
商
の
族
に
た
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
傅
道
行
商
の
あ
と
を
探
る
こ

と
に
よ
つ
て
営
時
の
地
方
肚
會
主
義
者
あ
る
い
は
地
方
の
『
李
民
新
聞
』
讃
者
の
動
静
や
証
會
主
義
思
想
の
う
け
と
ら
れ
方
が
わ
か
る
の
で
あ
る

が
、
本
稿
で
は
節
を
改
め
て
偉
道
行
商
に
た
い
す
る
當
局
の
塵
迫
に
つ
い
て
の
み
み
よ
う
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

「
肚
倉
主
義
演
説
會
」
（
『
手
民
新
聞
』
第
蓋
十
號
、
明
治
三
十
七
年
十
月
二
十
三
日
）

「
登
賓
停
止
叉
來
る
”
」
（
『
準
民
新
聞
』
第
五
十
三
號
、
明
治
三
十
七
年
十
一
月
＋
三
日
）

「
嚢
責
停
止
又
々
來
る
Ω
」
（
『
季
民
新
開
』
第
五
十
四
號
、
明
治
三
十
七
年
十
一
月
二
十
日
）

「
砒
倉
窯
の
鎭
匪
」
（
『
革
民
新
聞
』
第
五
十
五
號
、
明
治
三
十
七
年
十
一
月
二
十
七
同
）

右
同
右
同「
準
民
融
十
一
月
曾
計
報
告
」
（
『
準
民
新
開
』
第
五
十
八
號
、
明
治
三
十
七
年
十
二
月
十
八
日
）

前
掲
「
鮭
曾
窯
の
鋸
蕨
ご五

　
西
川
光
家
郎
は
明
治
三
十
七
年
の
李
民
肚
の
活
動
を
ふ
り
か
え
つ
た
報
告
書
の
な
か
で
傳
道
行
商
に
つ
き
「
之
れ
叉
砒
會
主
義
傳
道
の
有
効
な

る
一
方
法
に
し
て
、
本
年
此
の
任
に
當
り
し
は
小
田
頼
造
、
山
口
義
三
、
小
野
丑
郎
、
酉
村
伊
作
、
野
村
生
、
阿
南
生
、
西
島
生
、
槽
田
生
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
》

諸
氏
、
而
し
て
傳
道
行
商
者
の
入
込
み
し
地
方
は
干
葉
縣
、
信
州
、
越
後
、
近
畿
、
關
東
、
武
州
、
相
州
、
東
海
道
及
山
陽
道
等
な
り
き
」
と
報

告
し
て
い
る
。



　
こ
の
傳
道
行
商
は
「
李
民
肚
籠
城
の
記
」
が
嚢
表
さ
れ
た
と
き
小
田
頼
造
が
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
七
年
三

月
三
日
に
出
畿
し
、
千
葉
縣
下
に
傳
道
行
商
を
試
み
た
小
田
は
、
十
日
ほ
ど
で
こ
れ
を
中
止
し
た
。
小
田
は
こ
の
時
、
や
む
な
き
事
情
に
よ
り
中

途
で
や
め
て
い
る
が
、
彼
は
そ
の
後
亥
々
と
傳
道
行
商
を
精
力
的
に
行
つ
た
。
西
村
伊
作
の
傅
道
行
商
ば
直
接
耶
民
勉
の
計
蓋
に
も
と
づ
い
て
行

つ
た
も
の
で
な
く
、
小
野
丑
郎
の
そ
れ
も
豫
告
な
し
に
行
わ
れ
た
私
的
な
も
の
で
あ
り
、
規
模
か
ら
い
つ
て
も
小
さ
か
つ
た
。
夏
期
遊
読
の
行
わ

れ
た
年
の
夏
、
野
村
、
阿
南
の
繭
學
生
肚
會
主
義
者
は
土
浦
、
水
戸
、
友
部
下
館
、
結
城
等
の
諸
地
方
を
十
数
日
に
わ
た
り
傳
道
行
商
を
試
み

た
。
ま
た
同
じ
頃
、
西
島
、
槽
田
の
二
學
生
も
立
川
、
八
王
子
、
厚
木
辱
李
塚
、
茅
ヶ
崎
、
藤
澤
等
の
各
地
を
行
商
し
て
い
る
。
小
田
頼
進
は
九

月
三
日
よ
り
二
十
一
日
ま
で
再
び
千
葉
縣
に
傳
道
行
商
を
試
み
た
。

　
傳
道
行
商
は
竿
民
肚
時
代
の
肚
會
主
義
蓮
動
を
大
き
く
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
傅
道
行
商
の
な
か
で
も
、
も
つ
と
も
大
が
か
り
で

代
表
的
な
も
の
は
山
ロ
義
三
、
小
田
頼
造
に
よ
る
東
京
か
ら
下
關
に
い
た
る
大
傳
道
行
商
で
あ
る
。
小
田
は
さ
ら
に
軍
身
九
州
一
周
の
傅
道
行
商

を
つ
づ
け
た
。
こ
の
行
商
に
刺
戟
さ
れ
て
各
地
に
地
方
的
で
小
規
模
な
傳
道
行
商
が
企
て
ら
れ
る
機
蓮
を
つ
く
り
出
し
た
が
、
こ
こ
で
は
地
方
に

お
け
る
當
局
の
弾
墜
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
つ
た
か
を
調
べ
る
た
め
に
、
こ
の
傳
道
行
商
に
加
え
ら
れ
た
干
渉
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
こ
の

目
的
で
わ
れ
わ
れ
は
東
京
か
ら
下
關
そ
れ
か
ら
九
州
一
周
の
傳
道
行
商
と
、
こ
れ
に
刺
戟
さ
れ
て
は
じ
め
た
荒
畑
勝
三
の
東
北
地
方
傳
道
行
商
の

二
つ
に
焦
顯
を
あ
わ
せ
て
お
き
た
い
。

　
傅
道
行
商
に
警
官
・
刑
事
ま
た
は
憲
兵
が
尾
行
す
る
よ
う
に
な
つ
た
の
は
先
に
も
ふ
れ
た
如
く
陸
軍
次
官
親
展
書
が
地
方
官
吏
に
邊
逡
さ
れ
た

十
一
月
十
日
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
そ
れ
以
前
の
小
田
頼
逡
の
二
同
に
わ
た
る
干
葉
縣
下
の
傳
道
、
西
村
、
小
野
の
地
方
的
な
傳

道
、
學
生
肚
會
主
義
者
に
よ
る
傳
道
で
は
當
局
の
干
渉
は
ま
つ
た
く
な
か
つ
た
。

　
小
田
．
山
ロ
ら
は
豊
橋
か
ら
名
古
屋
、
岐
阜
、
京
都
、
大
阪
、
．
紳
戸
か
ら
岡
山
に
い
た
る
ま
で
一
、
二
名
の
尾
行
を
し
た
が
え
て
行
商
を
つ
づ

け
た
。
尾
行
は
面
を
勢
く
霜
夜
の
風
を
も
厭
わ
ず
絡
宵
眠
ら
ず
戸
外
に
仔
ん
で
見
張
る
か
、
宿
に
お
い
て
は
隣
り
の
部
屋
で
夜
を
徹
し
て
動
静
を

　
　
　
　
平
民
鮭
の
解
散
と
弾
歴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
三
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六
四
九
）



　
　
　
李
民
匪
⑳
解
散
と
鐸
歴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匠
三
四
　
　
　
（
六
五
〇
）

窺
ウ
た
。
行
商
に
つ
い
て
ま
わ
り
、
時
に
は
座
敷
に
ま
で
這
入
り
「
こ
の
二
人
に
尾
行
し
て
い
ま
す
」
と
い
つ
て
妨
害
し
た
。
岡
山
を
あ
と
に
し

て
防
府
ま
で
の
あ
い
だ
は
尾
行
が
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
彼
等
の
報
告
で
は
そ
の
勲
不
明
で
あ
る
。
防
府
か
ら
下
關
ま
で
ま
た
尾
行
が
り
い

た
。
し
か
し
東
京
か
ら
下
闘
ま
で
の
傳
道
行
商
は
成
功
で
あ
つ
た
と
い
つ
て
よ
い
。
む
し
ろ
大
成
功
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
「
軍
國
主
義
の
熾
ん

な
」
廣
島
で
は
到
る
と
こ
ろ
で
面
會
謝
絶
さ
れ
、
書
物
は
一
冊
し
か
賓
れ
ず
、
ま
た
有
数
の
敏
腕
家
、
近
郷
近
在
に
ぞ
の
名
隠
れ
な
き
刑
事
が
尾

行
し
た
防
府
で
は
『
良
人
の
自
白
』
一
冊
が
費
れ
た
だ
け
だ
が
、
こ
れ
ら
は
例
外
と
い
つ
て
よ
く
、
い
か
に
警
察
の
干
渉
が
あ
り
、
尾
行
が
あ
つ

て
も
ど
こ
で
も
肚
會
主
義
書
籍
の
賓
行
は
よ
か
つ
た
。
た
と
え
ば
十
一
月
二
十
七
日
（
開
ヶ
原
）
か
ら
十
二
月
三
日
（
京
都
着
）
ま
で
の
一
週
間
は
休

み
な
く
尾
行
が
つ
き
、
夜
は
尾
行
が
隣
室
に
徹
夜
で
監
観
し
て
い
た
が
、
こ
の
間
に
「
五
名
の
同
志
を
作
り
、
七
十
四
冊
の
肚
會
主
義
書
類
を
賓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

つ
た
、
探
偵
は
夜
も
禄
々
疲
ま
ず
に
尾
行
し
て
居
つ
て
も
書
物
は
賓
れ
る
か
ら
妙
ぢ
や
な
い
か
」
と
彼
等
は
い
う
。
明
治
三
十
八
年
一
月
二
十
六

日
、
下
關
で
一
且
傳
道
行
商
を
休
止
す
る
ま
で
東
京
を
た
つ
て
か
ら
そ
の
日
数
を
費
す
こ
と
百
十
四
日
、
三
百
里
の
長
程
で
あ
つ
た
。
「
此
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

於
て
合
せ
て
六
十
五
名
の
同
主
義
者
を
作
り
、
談
話
會
を
十
三
演
読
會
を
五
同
開
き
、
一
千
〇
九
十
七
冊
の
肚
會
主
義
書
類
を
賓
つ
た
」
の
で
あ

る
か
ら
、
弾
塵
に
抗
し
て
決
行
し
た
こ
の
傳
道
行
商
は
大
成
功
で
あ
つ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
約
二
ヵ
月
下
關
で
休
養
し
た
小
田
は
輩
身
四
月
三
日
門
司
を
皮
切
り
に
九
州
一
周
の
傳
道
行
商
を
再
開
し
た
。
下
關
か
ら
は
刑
事
と
憲
兵
伍
長

が
尾
行
し
て
門
司
ま
で
き
た
。
尾
行
は
小
田
の
赴
く
と
こ
ろ
へ
は
ど
こ
へ
も
從
つ
た
。
太
宰
府
五
は
正
服
巡
査
を
お
供
に
し
て
花
見
を
し
た
。
阿

蘇
登
山
を
試
み
れ
ば
刑
事
は
人
力
車
に
の
ウ
て
追
馳
け
て
き
た
軌
浪
花
節
を
き
き
に
い
け
ば
「
驚
く
で
は
な
い
か
、
刑
事
君
は
依
然
草
木
も
眠
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
い
ふ
丑
満
時
分
に
僕
に
尾
行
し
て
る
の
だ
か
ら
。
」
も
ち
ろ
ん
尾
行
は
漫
然
と
つ
い
て
い
る
だ
け
で
な
く
小
田
を
宿
か
ら
追
い
、
肚
會
主
義
書

を
買
つ
た
者
の
佳
所
姓
名
を
ノ
ー
ト
し
、
赤
い
箱
車
を
珍
し
が
つ
て
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
を
間
う
た
通
行
人
を
呼
び
つ
け
、
小
田
の
訪
問
先
へ
い

つ
て
「
ア
ソ
ナ
者
を
寄
せ
附
け
る
な
」
と
注
意
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
干
渉
に
あ
い
な
が
ら
七
月
五
日
下
關
に
も
ど
る
ま
で
の
九
十
殴
日
間
に
談
話

會
を
開
く
こ
と
六
同
、
肚
會
主
義
書
を
千
百
六
十
六
冊
費
つ
た
。
東
京
よ
り
下
關
に
い
た
る
ま
で
の
日
激
よ
り
二
十
日
ほ
ど
少
な
か
つ
た
が
資
つ



た
書
籍
は
七
十
冊
ほ
ど
多
か
つ
た
。

　
小
田
が
輩
猫
で
九
州
一
周
の
行
に
出
獲
し
た
頃
、
荒
畑
勝
三
が
東
北
地
方
へ
、
深
尾
詔
・
原
子
基
の
二
名
が
甲
信
越
地
方
へ
、
と
い
う
二
つ
の

傳
道
行
商
が
李
民
肚
を
出
襲
黙
と
し
て
は
じ
め
ら
れ
た
。
四
月
十
臼
耶
民
杜
を
出
護
し
た
深
尾
・
原
子
の
二
人
は
十
三
日
に
は
府
中
警
察
署
に
同

行
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
二
人
の
行
爲
が
「
公
安
に
妨
害
あ
る
も
の
と
認
め
て
僕
等
を
一
賃
間
検
束
し
且
つ
車
、
幻
燈
器
械
及
映
叢
U
式
、
書

籍
、
激
、
歌
な
ど
を
三
十
日
間
領
置
す
る
」
と
い
い
わ
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
翌
十
四
日
に
は
二
人
の
刑
事
に
件
わ
れ
て
原
子
・
深
尾
は
李
民
肚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曾
）

へ
邊
り
戻
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。

　
ま
た
輩
濁
で
四
月
五
日
亭
民
肚
を
あ
と
に
東
北
地
方
に
向
つ
た
荒
畑
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
二
十
五
日
茨
城
縣
に
入
つ
た
と
き
か
ら
尾
行
が
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

い
た
が
荒
畑
は
こ
の
時
の
こ
と
を
「
僕
年
甫
め
て
十
九
、
明
治
政
府
の
お
役
人
を
随
へ
て
本
を
費
つ
た
、
ナ
ソ
ト
偉
ら
か
ら
う
」
と
報
告
し
て
い

る
。
し
か
し
こ
の
強
が
り
も
や
が
て
通
用
し
な
く
な
る
。
荒
畑
は
た
え
ず
二
、
三
名
の
尾
行
を
し
た
が
え
て
土
浦
か
ら
水
戸
へ
と
行
商
し
て
い
く

が
、
水
戸
で
は
警
察
か
ら
『
直
言
』
の
談
者
へ
「
準
民
肚
の
荒
畑
な
る
者
が
金
を
強
講
に
來
る
だ
ら
ふ
が
彼
は
露
探
だ
か
ら
面
會
す
る
な
」
と
い

う
注
意
が
ゆ
き
わ
た
り
、
縣
當
局
は
師
範
學
校
、
中
學
校
、
農
學
校
の
敬
員
生
徒
の
す
べ
て
は
李
民
枇
出
版
物
の
購
護
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
通

達
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
こ
こ
で
は
傲
お
よ
び
新
聞
の
配
布
が
禁
ぜ
ら
れ
手
も
足
も
出
な
い
状
態
に
追
い
込
ま
れ
た
。
笠
間
町
を
最
後
に
五
月
十
三

日
二
人
の
巡
査
に
同
乗
さ
れ
て
荒
畑
は
東
京
へ
蹄
る
汽
車
に
乗
つ
た
。
こ
の
間
、
日
を
閲
み
す
る
こ
と
三
十
二
、
書
籍
は
わ
ず
か
に
百
九
十
冊
し

か
賓
れ
な
か
つ
た
。
甲
信
越
傅
道
行
商
、
東
北
衛
道
行
商
、
小
田
の
九
州
傳
道
行
商
の
三
つ
は
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
は
じ
め
ら
れ
た
が
、
甲
信

越
方
面
は
開
始
し
て
四
日
目
、
東
北
地
方
も
輔
ヵ
月
後
に
は
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
結
局
計
書
通
り
實
行
し
た
の
は
九
州
一
．
周
だ
け
で
あ

る
が
、
三
者
の
レ
ポ
ー
ト
を
看
讃
す
る
と
東
京
近
郊
ほ
ど
暉
璽
は
烈
し
か
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
（
1
）
　
西
川
生
「
日
本
鮭
脅
主
義
一
年
問
の
爽
蓬
」
（
『
卒
民
新
聞
』
第
五
十
九
號
、
明
治
三
十
七
年
十
二
月
二
十
五
日
）

　
（
2
）
　
小
田
生
・
山
ロ
生
『
傳
道
行
商
の
肥
（
七
）
」
（
『
準
民
新
開
』
第
五
十
七
號
、
明
治
三
十
七
年
十
二
月
＋
一
日
）

　
　
　
　
本
・
属
薩
の
解
散
と
弾
歴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
五
　
　
　
（
六
五
一
）



（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

牟
民
鮭
の
解
散
と
弾
匪

小
田
生
・
山
口
生
「
傳
道
行
商
の
記
」
（
『
直
言
』
第
二
巻
第
一
號
、
明
治
三
十
八
年
二
月
孟
日
）

小
田
頼
造
「
九
州
傳
道
行
商
日
記
（
十
三
と
（
『
直
冒
』
第
二
巻
第
二
十
三
號
、
明
治
三
十
八
年
七
月
十
六
日
）

原
子
墓
・
深
尾
詔
「
甲
信
傳
道
行
商
日
記
（
三
）
」
（
『
直
言
』
第
二
巻
第
十
二
號
、
明
治
三
＋
八
年
四
月
二
十
三
日
）

荒
畑
勝
三
「
東
北
傳
道
行
商
日
記
（
三
）
」
（
『
直
言
』
第
二
巻
第
十
四
號
、
明
治
三
十
八
年
五
月
七
日
）

五
三
六

（
六
五
二
）

凸ノ、

　
陸
軍
攻
官
の
親
書
以
來
、
地
方
の
讃
者
か
ら
警
察
が
護
者
の
家
を
訪
問
し
取
調
べ
や
い
や
が
ら
せ
を
行
つ
た
り
、
研
究
會
の
妨
害
を
し
つ
つ
あ

る
七
と
が
次
々
と
報
ぜ
ら
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
『
李
民
新
聞
』
第
五
十
八
號
で
は
佐
賀
市
と
水
戸
市
か
ら
、
第
五
十
九
號
で
は
神
戸
市
、
川
越

町
か
ら
、
第
六
十
一
號
で
は
地
方
組
織
の
う
ち
も
つ
と
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
活
動
を
し
て
い
た
横
濱
李
民
結
肚
が
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
い
う

報
告
を
は
じ
め
、
倉
敷
、
柿
岡
、
伊
勢
崎
等
か
ら
警
察
の
干
渉
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
迫
害
が
中
央
に
お
い
て
ま
た
地
方
に
お
い
て
日

毎
に
加
え
ら
れ
て
い
く
と
結
局
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
一
例
と
し
て
硝
子
張
り
の
な
か
で
公
明
正
大
に
蓮
動
を
行
つ
て
い
た

李
民
肚
が
、
「
一
切
の
維
螢
劃
策
を
暗
中
に
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
事
」
と
な
り
、
「
秘
密
費
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
ま
で
毎
月
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
つ

た
こ
と
は
別
の
論
稿
で
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
秘
密
主
義
と
同
時
に
迫
害
が
加
わ
る
と
共
に
蓮
動
そ
れ
自
髄
が
櫻
力
に
た
い
し
て
小
鬼
病
的
な
反
抗
の
傾
向
を
見
せ
て
く
る
こ
と
が

第
二
⑳
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
演
読
會
に
お
け
る
演
読
の
中
止
そ
し
て
解
散
と
い
う
命
令
も
は
じ
め
は
そ
の
ま
ま
受
け
と
ら
れ
て
い
る
が
、

や
が
て
中
止
、
ま
た
は
解
散
分
聲
と
共
に
聴
衆
は
総
立
ち
と
な
り
騒
動
を
お
こ
し
は
じ
め
、
そ
れ
が
つ
い
に
演
読
會
の
定
ま
れ
る
コ
ー
ス
と
な
つ

て
し
ま
う
。
瀧
の
川
園
遊
會
で
は
當
局
の
命
令
の
ま
ま
に
從
つ
た
が
、
わ
ず
か
五
ヵ
月
後
の
明
治
三
十
八
年
四
月
一
百
の
螢
働
者
観
櫻
會
で
は
は

じ
め
か
ら
警
察
と
の
飢
闘
を
莞
悟
し
て
行
動
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
赤
旗
を
押
立
て
、
太
鼓
を
た
た
い
て
銀
座
、
京
橋
、
日
本
橋
、
今
川
橋
、
紳

田
と
デ
モ
を
行
い
、
こ
こ
で
各
自
分
徴
し
て
會
場
の
上
野
に
向
い
、
正
午
の
「
ド
ン
」
を
合
圖
に
「
ソ
レ
ッ
と
掛
聲
し
て
皆
銘
々
に
赤
旗
を
ヵ
ザ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ
セ

し
て
『
杜
會
窯
萬
歳
』
『
肚
會
主
義
萬
歳
』
な
ど
と
叫
び
な
が
ら
」
と
び
だ
し
て
い
く
。
こ
れ
に
た
い
し
て
警
官
数
十
名
が
お
そ
い
か
か
り
大
騒

擾
が
は
じ
ま
り
結
局
砒
會
主
義
者
三
十
一
名
が
引
致
さ
れ
、
そ
の
う
ち
八
名
が
夕
刻
ま
で
拘
引
さ
れ
る
と
い
う
警
察
と
の
正
面
衝
突
が
こ
こ
に
は

じ
め
て
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
以
後
、
蓮
動
に
は
緊
張
が
次
第
に
加
わ
り
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
の
色
彩
が
濃
く
な
つ
て
い
く
が
、
公
李
に
み
て
雫
民
肚
と
し
て
は
最
初
は
決
し

て
反
抗
的
で
な
く
穏
健
な
蓮
動
を
行
つ
て
い
た
。
挑
擾
し
た
の
は
政
府
警
察
當
局
で
あ
つ
た
が
、
一
度
封
立
の
芽
が
生
じ
る
と
そ
れ
は
加
速
度
的

に
成
長
し
稜
展
し
、
挑
擾
が
よ
り
以
上
の
挑
擾
を
う
む
よ
う
に
な
つ
て
し
ま
う
。
こ
れ
以
後
の
當
局
の
迫
害
に
つ
い
て
は
同
じ
よ
う
な
ケ
ー
ス

を
、
今
ま
で
以
上
に
頻
繁
に
羅
列
す
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
一
慮
こ
こ
で
と
ど
め
よ
う
。

　
見
方
を
か
え
て
明
治
三
十
五
年
五
月
十
六
圓
の
東
京
市
に
お
け
る
衆
議
院
補
訣
選
學
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
。
周
知
の
ご
と
く
こ
の
選
學
で

は
麿
會
主
義
者
の
候
補
者
と
し
て
木
下
樹
江
が
「
日
本
肚
會
主
義
同
志
」
に
推
さ
れ
て
立
候
補
し
た
の
で
あ
る
。
肚
會
主
義
者
と
し
て
立
候
補
し

た
の
侭
こ
れ
を
も
つ
て
嗜
矢
と
す
る
。
肚
會
蕪
選
學
演
詮
會
は
左
の
よ
う
に
し
て
催
さ
れ
、
そ
し
て
抑
璽
さ
れ
た
。

　
五
月
七
日
紳
田
三
崎
町
に
開
く
、
否
、
い
ま
だ
開
き
た
る
に
あ
ら
ず
、
石
川
三
四
郎
ま
ず
演
壇
に
立
ち
て
將
に
開
會
を
告
ぐ
べ
く
一
禮
す
る
や
、
臨
監
の
警
部
に

　
　
よ
り
「
本
會
の
解
散
を
命
ず
」
と
叫
ば
れ
た
。

　
五
月
八
日
　
芝
匠
条
房
町
に
て
加
納
豊
が
開
會
を
告
げ
ん
と
す
る
や
こ
れ
も
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

　
五
月
十
二
日
　
京
橋
匠
因
幡
町
に
て
開
會
を
報
ず
る
と
同
時
に
解
散
さ
せ
ら
れ
る
。

　
五
月
十
三
臼
　
爾
國
に
開
催
せ
ん
と
す
る
も
、
警
察
の
干
渉
で
豫
定
の
會
場
を
借
り
ら
れ
ず
開
會
で
き
ず
。

　
五
月
十
四
日
　
下
谷
二
長
町
、
開
會
を
報
ず
る
と
同
時
に
解
散
の
命
下
る
。

　
五
月
十
葦
日
　
豫
定
の
會
場
青
年
會
館
が
突
如
使
用
を
断
わ
つ
て
き
て
開
會
で
き
ず
。

　
要
す
る
に
木
下
は
た
だ
の
一
同
の
演
読
會
も
開
く
こ
と
を
え
ず
十
六
日
の
投
票
日
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
東
京
市
の
人
口
百
八
十
萬
と
い
わ

　
　
　
　
奉
民
杜
の
解
散
と
弼
歴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
七
　
　
　
（
六
五
三
）



　
　
　
奉
民
融
の
解
散
と
弾
顔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宏
三
八
　
　
　
（
六
五
四
）

れ
、
有
権
者
一
萬
六
干
八
百
十
三
人
を
数
え
た
が
木
下
の
得
票
救
わ
ず
か
に
三
十
二
票
で
あ
つ
た
。
こ
の
迫
害
と
三
十
二
票
と
い
う
結
果
が
こ
れ

か
ら
後
の
肚
會
主
義
者
の
心
理
に
甚
大
な
影
響
を
あ
た
え
て
い
く
の
で
あ
る
。
合
法
的
な
蓮
動
を
し
て
い
る
限
り
、
蓮
動
は
抑
塵
さ
れ
る
。
し
た

が
つ
て
カ
に
は
力
を
も
つ
て
封
抗
し
よ
う
と
い
う
考
え
が
一
つ
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
か
り
に
普
通
選
學
制
が
實
施
さ
れ
て
も
肚
會
主
義
者
は
多

数
を
得
て
政
櫨
を
獲
得
で
き
る
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
え
や
疑
問
は
、
蓮
動
全
般
に
加
わ
る
迫
害
が
壇
大
す
る
に
つ
れ
て
成
長
し

て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
顯
在
化
す
る
に
は
な
お
二
、
三
年
を
要
す
る
。

　
選
學
の
行
わ
れ
た
五
月
十
六
日
の
夜
、
李
民
砒
に
十
数
人
が
會
し
、
座
長
に
木
下
街
江
を
お
き
「
秘
密
探
偵
嫌
疑
者
」
加
納
豊
の
庭
置
に
つ
き

會
議
を
開
い
た
。
「
同
志
中
に
犬
あ
り
」
と
い
う
聲
は
彼
等
の
間
に
傳
わ
つ
て
い
た
が
、
そ
の
嫌
疑
者
と
し
て
加
納
が
あ
げ
ら
れ
た
。
最
早
獣
過

し
え
な
い
状
態
に
な
り
加
納
の
辮
明
を
き
く
た
め
に
こ
の
會
議
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
質
問
詰
責
に
た
い
し
て
答
辮
は
は
な
は
だ
要
領
を
え

な
か
つ
た
。

　
結
論
と
し
て
「
我
主
義
の
前
途
の
爲
め
、
及
び
加
納
君
自
身
の
爲
め
、
遺
憾
な
が
ら
も
加
納
氏
が
暫
く
我
黛
の
蓮
動
よ
り
退
隠
せ
ん
こ
と
を
要

蓮
し
た
・

　
選
學
に
た
い
す
る
徹
底
的
な
弾
璽
と
惨
敗
、
そ
し
て
同
志
内
の
ス
パ
イ
事
件
と
が
重
な
つ
た
五
月
中
旬
か
ら
東
京
に
お
け
る
蓮
動
は
日
を
お
つ

て
下
火
k
な
つ
て
い
く
。
こ
れ
に
は
幸
徳
、
西
川
の
入
獄
と
い
う
事
情
も
關
係
が
あ
ろ
う
が
、
何
と
い
つ
て
も
揮
塵
で
身
動
き
が
で
き
な
か
つ
た

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
六
月
十
四
日
に
は
肚
會
主
義
演
読
會
が
開
會
の
挨
拶
と
共
に
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
る
と
い
5
新
た
な
る
彊
璽
が
加
わ
つ
て

き
た
。
そ
の
後
、
融
會
主
義
演
読
會
は
「
肚
會
主
義
者
茶
話
會
」
と
な
り
、
ま
た
「
砒
會
主
義
學
術
演
読
會
」
と
名
稔
實
質
共
に
か
わ
つ
た
が
、

茶
話
會
で
も
警
官
が
見
張
り
「
學
術
演
読
會
」
も
二
度
目
に
は
中
止
の
命
が
下
つ
た
。
東
京
に
つ
い
で
最
も
活
濃
な
蓮
動
を
展
開
し
て
い
た
横
濱

曙
會
の
砒
會
主
義
演
読
會
も
六
月
三
日
に
は
三
名
が
中
止
さ
れ
、
七
月
二
十
二
日
は
四
名
、
同
三
十
日
は
一
名
、
八
月
十
三
日
お
よ
び
同
二
十
日

の
演
読
會
で
は
警
察
の
干
渉
に
よ
り
會
場
を
借
り
る
こ
と
が
出
衆
ず
、
つ
い
に
「
横
演
曙
會
の
蓮
動
に
も
追
々
警
察
か
ら
の
干
渉
が
烈
し
く
な
つ



　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
邑

て
承
り
ま
し
た
、
既
分
で
は
暫
く
公
開
演
読
も
出
來
ま
す
ま
い
」
と
告
げ
な
く
て
は
な
ら
な
か
つ
た
。

　
東
京
お
よ
び
横
濱
の
弾
璽
が
苛
烈
を
き
わ
め
る
と
木
下
街
江
、
山
田
滴
海
の
二
人
は
八
月
一
日
か
ら
東
北
地
方
遊
読
に
出
穫
し
た
。
郡
山
、
山

形
、
楯
岡
、
鶴
岡
そ
の
他
の
都
市
を
ま
わ
つ
た
が
、
若
く
そ
し
て
直
線
的
に
問
題
に
濁
れ
る
山
田
の
演
読
は
毎
度
中
止
さ
れ
、
木
下
は
李
民
肚
に

お
い
て
は
十
分
間
で
話
せ
る
内
容
の
こ
と
を
聴
衆
よ
り
も
ま
ず
臨
監
の
警
官
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
に
よ
つ
て
中
止
の
難
を
ま
ぬ
が
れ
る
た
め
些
，
一

時
間
ま
た
は
三
時
間
の
熱
辮
を
何
虜
へ
い
つ
て
も
振
わ
な
く
て
は
な
ら
な
か
つ
た
。
ま
た
木
下
は
宗
教
演
詮
や
宗
教
と
文
學
と
の
關
係
を
教
會
で

演
論
し
て
い
る
の
も
こ
の
遊
読
の
特
徴
で
あ
る
。
八
月
一
日
か
ら
は
じ
ま
つ
た
遊
読
は
十
四
日
の
露
京
を
も
つ
て
絡
つ
た
が
、
こ
の
遊
読
で
は
山

田
の
中
止
、
木
下
の
二
、
三
時
間
の
大
熱
辮
で
も
演
詮
會
を
行
え
れ
ば
よ
い
方
で
演
読
會
が
開
き
え
な
い
地
す
ら
あ
つ
た
。
こ
の
と
き
輻
島
の
小

學
校
教
員
に
は
次
の
よ
う
な
布
令
が
ま
わ
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
學
第
二
〇
四
四
號

近
來
肚
會
主
義
と
し
て
各
地
を
遊
誘
す
る
も
の
多
き
を
加
へ
現
に
木
下
伺
江
荒
畑
勝
三
等
本
縣
内
遊
説
中
に
有
之
候
然
る
に
彼
等
の
現
に
唱
道
す
る
非
戦
争
論
非

國
家
財
塵
季
均
論
の
如
き
到
底
國
家
の
目
的
と
相
合
せ
ざ
る
も
の
た
る
に
も
拘
は
ら
ず
現
時
國
民
の
教
育
に
任
ず
る
小
學
校
教
員
に
し
て
右
等
主
義
者
の
會
合
に
養

同
し
若
く
ぽ
演
説
を
徽
迎
聰
間
す
る
等
の
も
の
硅
々
有
之
哉
に
候
庭
右
は
國
民
教
育
の
任
に
在
る
も
の
N
行
動
と
し
て
穏
か
な
ら
さ
る
の
み
な
ら
ず
延
て
公
安
の
保

持
上
に
も
至
大
の
影
響
を
及
ぼ
す
弐
第
に
付
部
下
職
員
に
封
し
相
當
御
示
達
の
上
右
等
不
都
合
の
所
爲
無
之
様
御
注
意
相
成
度
依
命
此
段
及
通
牒
候
也

　
　
明
治
三
十
八
年
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奨
響
記
伊
東
艶

情
勢
は
中
央
地
方
を
間
わ
ず
蓮
動
に
と
つ
て
不
利
な
條
件
が
重
な
つ
て
き
て
い
た
。
こ
と
に
東
京
に
お
け
る
蓮
動
は
ほ
と
ん
ど
窒
息
さ
せ
ら
れ

た
と
い
つ
て
よ
い
。
演
詮
會
は
六
月
十
四
日
の
開
會
と
同
時
に
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
の
日
を
最
後
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。
意
氣
す
こ
ぶ
る
學
ら

な
か
つ
た
。

　
　
　
李
民
鮭
の
解
散
と
弾
匪

五
三
九
　
　
　
（
六
匠
五
）



　
　
　
奉
民
肚
の
解
散
と
揮
歴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
〇
　
　
　
（
六
五
六
）

『
直
言
』
が
嚢
行
停
止
の
命
令
を
う
け
た
の
は
そ
の
第
三
十
二
號
に
お
い
て
で
あ
つ
た
。
ポ
ー
ツ
マ
ス
條
約
に
不
満
を
も
つ
群
衆
が
九
月
五
日
、

日
比
谷
公
園
に
集
り
、
そ
の
流
れ
は
擁
打
ち
に
ま
で
叢
展
し
、
東
京
に
は
戒
嚴
令
が
布
か
れ
た
。
こ
の
暴
動
の
責
任
は
政
府
に
あ
る
と
攻
撃
し
た

『
直
言
』
第
三
十
二
號
の
肚
読
「
政
府
の
猛
省
を
促
す
」
の
た
め
、
新
聞
は
嚢
行
停
止
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
停
止
命
令
は
い
つ
解
除
さ
れ

る
か
豫
測
も
つ
か
な
い
ま
ま
に
『
直
言
』
は
慶
刊
と
き
ま
つ
た
。
こ
の
最
後
の
一
太
刀
に
よ
る
弾
墜
が
耶
民
冠
内
の
他
の
諸
々
の
原
因
と
關
蓮
し

て
十
月
九
日
、
李
民
肚
は
悲
肚
な
解
散
式
を
行
つ
た
。

　
へ
　
（
1
）
　
石
州
生
「
勢
働
者
親
櫻
會
の
記
」
（
『
直
言
』
第
二
巻
第
十
一
號
、
明
治
三
十
八
年
四
月
九
日
）

　
（
2
）
　
「
秘
密
探
偵
嫌
疑
者
慮
分
」
（
『
直
言
』
第
二
巻
第
十
六
號
、
明
治
三
十
八
年
五
月
二
十
一
日
）

　
（
3
）
　
「
同
志
諸
君
に
告
ぐ
」
（
『
直
言
』
第
二
巻
第
三
十
一
號
、
明
治
三
十
八
年
九
月
三
日
）

　
（
4
）
　
滴
海
「
東
北
遊
説
日
記
」
（
『
直
言
』
第
二
巻
第
二
十
九
號
、
明
治
三
十
八
年
八
月
二
十
β
）

七

準
民
肚
解
散
後
、
砒
會
主
義
者
は
い
わ
ゆ
る
『
新
紀
元
』
派
と
『
光
』
派
に
わ
か
れ
た
。
『
李
民
新
聞
』
か
ら
『
直
言
』
が
ほ
お
む
ら
れ
て
も

訟
お
彼
等
は
『
光
』
お
よ
び
『
新
紀
元
』
と
い
う
新
聞
を
も
て
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
李
民
肚
の
解
散
は
財
政
難
と
か
當
局
の
弾
墜
に
よ
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
見
方
も
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
李
民
肚
の
財
政
は
一
度
御
破
算
に
し
て
、
ま
つ
た
く
新
た
な
る
結
融
を
組

織
す
る
の
で
な
く
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
組
織
を
機
績
し
え
ら
れ
る
も
の
で
な
か
つ
た
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
が
す
で
に
み
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
當
局
の
弾
歴
は
中
央
地
方
を
問
わ
ず
砒
會
主
義
者
の
蓮
動
を
き
わ
め
て
困
難
な
歌
況
に
お
い
こ
ん
だ
こ
と
は
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ

る
。
し
た
が
つ
て
『
光
』
お
よ
び
『
新
紀
元
』
に
含
ま
れ
る
人
々
は
た
し
か
に
か
つ
て
の
李
民
肚
時
代
の
人
々
と
は
異
な
ら
な
か
つ
た
に
し
て

も
、
経
菅
内
容
が
ま
つ
た
く
一
新
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
蓮
動
面
に
お
い
て
も
耶
民
肚
時
代
と
は
異
な
つ
た
面
を
出
し
て
く
る
は



ず
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
こ
う
い
つ
た
問
題
は
今
後
の
研
究
に
ゆ
だ
ね
る
と
し
て
、
本
稿
に
お
い
て
は
切
角
公
明
正
大
を
旨
と
し
て
出
螢
し
た
枇
會
主
義
蓮
動

が
當
局
の
弾
塵
に
よ
り
暗
い
性
質
を
帯
び
る
よ
5
に
な
り
、
権
威
に
た
い
し
て
直
接
的
な
衝
突
を
も
敢
て
僻
さ
な
い
と
い
う
心
的
な
構
え
を
萌
芽

さ
せ
た
こ
と
は
記
憶
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
期
に
あ
つ
て
は
挑
擾
は
つ
ね
に
警
察
の
側
か
ら
な
さ
れ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
・
1
1
・
30
）

準
属
肚
の
解
散
と
弾
歴

五
四
一

（
六
五
七
）


